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松戸市 14 事業所が登録

持続可能な開発目標

エス ディー ジー ズ
37

脱炭素社会の実現をめざして

　松戸市は脱炭素に向けた取り組みを
積極的に行う市内の事業所を「まつど
脱炭素社会推進事業所」として登録す
る制度を令和４年10月にスタート。各
事業所の取り組み内容を広く紹介する
ことで他事業所への波及効果を図り、
脱炭素社会の実現に寄与することが目
的だ。現在14の事業所が登録している。
◆ 登録済み事業所（令和６年1月現在）
バースヴィジョン（和名ケ谷）・精工技研
（松飛台）・山田電器工業（松飛台）・イ
ズム（松飛台）・六和建設工業（旭町）・
ベストビルサービス（三ケ月）・センチュ
リーオート（紙敷）・千葉自動車検査場モ
ンキー車検松戸（南花島）・駒井ハルテッ
クテクニカルセンター（松飛台）・オフィ
スサポート（新松戸）・ホンダカーズ松戸
６号南花島店（南花島）・ＨＩＣ（本町）・
Ｍ・Ｔ・Ｃ通信システム（小金）・旭神経内
科リハビリテーション病院（栗ケ沢）

脱炭素に取り組む松戸市

　

松
戸
市
出
身
の
大
相
撲
力
士
、
琴
ノ
若
（
26
）＝
本

名
・
鎌
谷
将
且
、
佐
渡
ケ
嶽
部
屋
＝
が
大
関
に
昇
進

し
た
。
母
方
の
祖
父
が
「
猛
牛
」
の
異
名
を
と
っ
た
第

53
代
横
綱
琴
桜
、
父
親
が
師
匠
で
元
関
脇
琴
ノ
若
の

佐
渡
ケ
嶽
親
方
。
番
付
で
は
父
を
超
え
、
祖
父
と
並

ぶ
最
高
位
を
め
ざ
す
闘
い
が
は
じ
ま
る
。

大関昇進の伝達式を終え、笑顔の琴ノ若＝松戸市（代表撮影）

小
学
４
年
で
柏
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
千
葉
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
」
に
出
場
（
写
真
右
）
。
団
体
戦
３
位
で
全
国
大
会

に
出
場
し
た
＝
２
０
０
７
年
６
月
、
柏
市

柏
相
撲
少
年
団
の
卒
業
生

柏
相
撲
少
年
団
の
卒
業
生

夏場所で「琴桜」襲名夏場所で「琴桜」襲名
琴
ノ
若
が
大
関
昇
進

満
場
一
致
で
大
関
昇
進
が
決

ま
っ
た
。

　

松
戸
市
の
佐
渡
ケ
嶽
部
屋
で

１
月
31
日
に
あ
っ
た
昇
進
伝
達

式
。
琴
ノ
若
は
「
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
、
相
撲
道
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
口
上
を

述
べ
た
。
し
こ
名
は
、
３
月
の

春
場
所
だ
け
「
大
関
琴
ノ
若
」

と
し
て
土
俵
に
立
ち
、
５
月
の

　

琴
ノ
若
は
先
の
初
場
所
で
13

勝
を
挙
げ
、
横
綱
照
ノ
富
士
と

の
優
勝
決
定
戦
に
進
ん
だ
。
初

夏
場
所
か
ら
「
琴
桜
」
を
受
け

継
ぐ
予
定
だ
。

　

新
大
関
の
誕
生
は
、
昨
年
名

古
屋
場
所
後
の
豊
昇
龍
以
来
で
、

春
場
所
は
１
横
綱
４
大
関
と
な

る
。
千
葉
県
出
身
の
大
関
は
１

９
５
５
（
昭
和
30
）
年
秋
場
所

後
の
松
登
以
来
、
69
年
ぶ
り
と

な
っ
た
。

　

相
撲
部
屋
の
ひ
と
り
息
子
と

し
て
生
ま
れ
た
琴
ノ
若
。
２
歳

か
ら
祖
父
の
隣
に
陣
ど
り
、
上

松戸市出身

優
勝
は
逃
し
た
が
、
大
関
昇
進

の
目
安
と
さ
れ
る
「
直
近
３
場

所
を
三
役
で
計
33
勝
」
に
到
達
。

り
座
敷
の
最
前
列
で
稽
古
を
見

学
し
て
い
た
と
い
う
。
厳
し
い

世
界
と
知
り
な
が
ら
、
相
撲
に

熱
中
し
て
い
く
。

か
ま
た
に
ま
さ
か
つ

　

小
学
生
に
な
る
と
、
柏
相
撲

少
年
団
（
柏
市
）
で
稽
古
に
励

ん
だ
。
小
学
５
、
６
年
生
の
時

に
指
導
し
た
同
少
年
団
代
表
の

永
井
明
慶
さ
ん
（
41
）
は
「
ほ

ん
わ
か
と
し
た
、
や
さ
し
い
子

だ
っ
た
。
体
は
大
き
か
っ
た
が
、

特
別
強
か
っ
た
と
い
う
印
象
は

な
い
。
大
関
に
な
る
と
は
正
直
、

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
成

長
ぶ
り
に
目
を
細
め
る
。

　
「
年
に
数
回
、
親
方
が
見
学

に
み
え
て
『
相
撲
の
指
導
は
お

任
せ
し
ま
す
』
と
い
う
感
じ
だ

っ
た
が
、
礼
儀
に
は
す
ご
く
厳

し
か
っ
た
。
目
を
見
て
あ
い
さ

つ
を
し
な
い
と
体
を
引
き
戻
し

て
や
り
直
さ
せ
、
頭
を
下
げ
る

角
度
ま
で
注
意
し
て
い
た
」

　

永
井
さ
ん
は
柏
市
内
の
私
立

高
相
撲
部
監
督
時
代
に
豊
昇
龍

ら
を
育
て
た
実
績
が
あ
る
。
豊

昇
龍
に
続
い
て
、
教
え
子
で
あ

り
、
高
校
（
埼
玉
栄
）
の
後
輩

で
も
あ
る
琴
ノ
若
が
大
関
に

な
っ
た
。「
誇
ら
し
い
し
、
こ

の
街
に
土
俵
が
あ
る
か
ら
こ
そ

味
わ
え
た
喜
び
。
子
ど
も
た
ち

の
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
」
と

永
井
さ
ん
。「
２
人
で
切
磋
琢

磨
し
、
さ
ら
に
上
を
め
ざ
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

　

春
場
所
は
、
琴
ノ
若
が
か
ね

て
か
ら
目
標
に
し
て
い
た
「
琴

ノ
若
で
優
勝
」
す
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
。
賜
杯
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
、夏
場
所
で「
琴

桜
」
と
し
て
綱
と
り
に
挑
む
こ

と
に
な
る
。　

流山招待女子サッカー大会
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